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１社会科における見つめ直しのある聞き合い
社会科における
見つめ直しのあ
る聞き合いの姿
社会科では，子どもが社会的事象に関心をもって進んでかかわり，発達段階に
応じて，それらの意味や働きを多面的・多角的に考え，公正に半||断できるように
するとともに，子ども一人一人に社会的な見方や考え方が次第に養われるように
することが求められている。また，子どもが社会的事象に関する基礎的・基本的
な知識，概念や技能を着実に習得し，それらを活用する力や課題を探究する力を
身に付けていくために，各学年段階に応じて，習得すべき知識，概念や技能を明
確にするとともに各種の資料を効果的に活用し，社会事象の意味などを解釈した
り事象の特色や事象間の関連を説明したりするなどの言語活動を重視している。
社会科は，子どもが，いかに社会事象と出会いかかわりながら，言語活動を通
して，事実認識を社会認識へと深めるかということのみならず，いかに価値ある
学びを獲得していくかが大切になる。
なぜなら，社会科のめざすところは，我が国の国士や歴史に対する愛情をはぐ
くみ，日本人としての自覚をもって国際社会で主体的に生きるとともに，持続可
能な社会の実現をめざすなど，公共的な事柄に自ら参画していく資質や能力を育
成することをめざしているからだ。
また，学習指導要領改定の共通事項を達成するために，様々な取り組みが行わ
れているが，新たな課題が浮かび上がってきている。それは，習得のための習得，
もしくは言語活動のための言語活動は行われるが，「新しい課題への対応」と「社
会参画や社会的な見方や考え方の成長｣の二点への成果が弱い点である。これは，
学習指導要領改定の根幹に関わる，見過ごせない課題である。
よって，社会科における見つめ直しのある聞き合いの姿を，
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学んだことは，使ってこそ身につく。本当の価値がわかる。将来に生きる力と
なる。明るい未来をつくる希望となり確信となる。
これからのより良き社会づくりを担い，勇気と希望と確信と喜びに満ち，不屈
の精神でどんな難問にも勇敢に立ち向かって解決していく。現在，日本は，否，
世界も，そのような人材を希求している。その期待にこたえる学びをめざしてい
る社会科は，未来の希望である。
２見つめ直しへと向かう状態
(1)社会的事象や事実の認識を確かにしたり深めたりする必要を感じている状
態。【確かな事実認識】
(2)新たな問題意識が形成されていく状態。【新たな問題意識の形成】
(3)社会的事象を，比較したり，関連付けたり，統合したりしながら，事実認識
を社会認識に深めていこうとする状態。【社会認識を深める】
(4)既習の知識や概念や技能を活用して，新たな学習問題にチャレンジしようと
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する状態。【発展的学習や確かな学びのために】
(5)学んだことを，より良い社会づくりや自分の生き方に生かしていこうとする
状態。【実践力育成】
Ｓ受けとめ合いを通して見つめ直すための手だて
（１）確かな事実認識をもたせる工夫
①子どもが，社会的事象の意味や事実を確かにつかみたいと思うような，子ど
もと教材との出会わせ方を工夫する。
②資料について，「わかること」や「わからないこと」をじっくり読みとらせる。
③観察や調査活動を行う際に，観察や調査活動の視点や方法や見通しについて
明らかになるように事前や事後の指導をする。
④見学や体験活動などを含めた調べ活動の後に，つかんだ事実を伝え合い，事
実を確かめ合う場を設ける。
⑤学習問題を解決するために，事実認識の足らない点を「もう一度調べたい」
という,思いをもたせる。
(2)問題意識が形成される展開
①単元の初めに，学習計画を立てることで，学習の見通しをもって探究的な学
習をさせていく。
②社会的事象や既習の事実や各種資料などを比較して，「違い」や「変化」や「矛
盾」に気付かせる。
③問題解決のために，新たな視点や資料や方法が必要であることに気付かせる。
(3)事実認識を社会認識に深める工夫
①事実を比較したり，関連付けたり，統合したりして，社会認識や社会的な概
念が形成されるような学習問題にとりくませる。
②社会認識をさらに比較したり，関連付けたり，統合したりして,思考し，社会
認識や社会的な概念を深める学習展開にする。
③板書や掲示物などを活用して，既習を想起したり，板書に位置付けたりして，
子どもの思考や学びを視覚的に助ける。
④学んだことを分かりやすくまとめたり，まとめたことを伝え合ったりする学
習活動にとりくませる。
(4)問題解決力を育成する発展的学習
①既習の知識や概念や技能を生かして解決に挑戦する，発展的な学習問題にと
りくませる。
②学びを再構築する必要のある学習活動にとりくむことを通して，既習を生か
して知識や概念を再構成し，より確かな学びにする。
(5)実践力を育成する学習活動受けとめ合い
①学んだことを，自分の生活や生き方にどう生かすかを考えたり，実際に実践
したことを交流したりさせる。
②学んだことを生かして，自分たちなりに社会参画する活動にとりくませる。
③学習を支援してくれた方々や他者に，学びをフィードバックさせる。
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４実践例
（１）確かな事実認識を持たせる工夫
①ｓ年生「学校のまわりの様子」
子どもたちに観察の視点を与え，グループで話し合わせる活動を行った。提示した視点
は「地形」「土地利用」「主な公共施設」「交通」「古くからの建物」である。これらの視点
を明確にして調べ活動を行い，その視点ごとに学校の周りの様子を話し合うことで，手だ
てへの認識が深まると考えた。
導入で子どもに，学校の周りの様子について知っていることをそれぞれに話させたが，
通学路で知っている個別の情報などがいくつか出てくるだけであった。そこで，まず屋上
から学校の周りの様子を眺める活動を行い各方位の様子について調べていくことにした。
屋上から周りを眺めると，北にはマンションのような建物が多く，南には山があり，東
には自衛隊の駐屯基地，西は普通の住宅が多いように見えた。方位によって様子が違うこ
とが伺えたが，建物にさえぎられてはっきりと分からなかったり，森なのか神社なのかは
っきりしないところもあった。そこで，実際に調査を行うことにした。
学校の周りの調査は，ワークシートにメモを
取りながら行った(資料１)。先の五つの視点を
事前に与えておくことで白地図への書き込みが
容易になり，まとめもしやすくなる。まとめ活
動は，四人一グループごとに行った。小グルー
プでの話し合いの場では，より多くの子どもが
自分の気付きを話すことができる。その際，共
通の視点について話し合うので，同じ気付きに
は「そうそう」と同調したり，違う気付きには
「どっちが正しかったのだろう」と疑問をもち，
確認し合う姿が見られた。このように，明確な
視点をもって調べやまとめをさせることで，学
校の周りの様子を明らかにすることができた。
見つけたもの
聖j1$Ｌ一山:蝋一台力
資料１視点を明確にした調査活動を行ったワーク
シート
②６年生「日本の国の統一」
日本国中にあった国がより強大な力をもつ国によって統一されていったことを，稲荷山
古墳と江田船山古墳から発掘された鉄剣から考える授業を行った。提示した資料は日本地
図と鉄剣が出土した場所を示したものである。黒板に日本地図を描き，埼玉県の稲荷山古
墳から鉄剣が一本出土したことと，熊本県の江田船山古墳
からもう－本同じ大王の名前が彫られた鉄剣が出土した
事実を提示し課題解決のための資料とした（資料２)。そ
して，課題をくぱらぱらだった国はどうなっていったか＞
とし，二本の鉄剣からどんなことが分かるのかについて考
えを出し合った。
本時以前には，発掘物など具体物から当時の環境の様子
や生活を想像する学習を行っている。本時ではそれに加え
て“二箇所から出土した”という事実からどんなことが分
かるのかについて考えさせた。
蒋雪繊拘Ⅲ
資料２板書で示された情報を書き
写したノート
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